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外国人介護人材の受入れ・定着にむけた効果的なＩＣＴ機器等のツールの利用に関する調査研究事業

施設・事業所に対するインタビュー調査

• 先進的に外国人介護人材を受け入れ、かつICT機
器等のツールを積極的に活用している13施設・事
業所等に対し、インタビュー調査を実施した（訪問
系サービスの３事業所を含む）。

• 本調査により、見守り支援機器やインカム等、外国
人介護人材に特化した機器ではない場合であって
も、外国人介護人材にとっての安心感や働きやすさ
に好影響を与えていることが明らかとなった。

• 特に訪問系サービスの現場においては、外国人介
護人材が利用者と1対1で業務を行う場面が多く、
インカムやビジネスチャットが有効に機能している事
例が確認された。これらのICT機器の活用は、安心
感の醸成や業務の円滑化に加え、ハラスメントの防
止といった観点からも、重要な役割を果たしていた。

外国人介護人材受入促進事業の
モニタリング調査

• 「外国人介護人材受入促進事業」に参画した５
つの自治体の協力を得て、機器導入の前後に２
回のモニタリング調査および補足的なインタビュー調
査を実施した。

• 本事業では、翻訳機の導入を行う施設・事業所が
多く、また、比較的最近外国人介護人材を受け入
れたケースが多かった。これらの施設・事業所におい
ては、外国人介護人材とのコミュニケーション手段の
確保が喫緊の課題であったと考えられる。

• 調査結果より、本事業の活用により、特に受入れ
初期段階にある施設・事業所において、円滑なコ
ミュニケーション環境の整備が進み、外国人介護人
材にとって働きやすい職場環境の構築に一定の効
果があったと言える。

外国人介護人材（119名）に対する
アンケート調査

• 外国人介護人材がパソコンの操作に苦手意識を
持っている傾向が明らかとなった。一方で、スマート
フォンやタブレットを「最も便利なデバイス」として選ん
だ職員が多かった。外国人介護人材のICT機器等
の活用定着においては、外国人介護人材が使いや
すいデバイスを使うことの重要性が示唆された。

取組事例報告の動画 活用事例集 事業報告書

訪問系サービスの事例を含む3事業所の取組報告
会を動画配信型で実施した。
取組事例報告（動画）

ICT機器等の種別ごとに活用のポイントや事例をまと
めた「外国人介護職員の受入れ・定着のための ICT

機器等の活用事例集を作成した。（次ページ参照）
活用事例集（印刷版）

事業成果をまとめた報告書を作成した。
事業報告書

本事業では、ICT 機器等の活用が外国人介護人材の業務の円滑な遂行や定着にもたらす効果等を明らかにし、得られた知見の展開を行うことを目的とした。

成果物① 成果物② 成果物③

①～③成果物
掲載ページ
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成果物①②
訪問系サービス事業所の I C T機器の活用・効果に関する取組報告

【効果】
• 膨大な量の情報の交通整理
• 外国人も負担なく利用（使い方が簡単）

インカム 【課題】
• 直行直帰のため、気軽なコミュニケーションをとりづらい
【効果】
• 職員間のリアルタイムの連携
• セクハラ・パワハラが起きた場合も、迅速に職員から情報共
有やSOSを発信

• 現場での介護力の向上
【活用の状況】
• 担当者会議にリアルで参加していなくても情報を把握
• インカムをつなげて、オンラインでのサービス同行を実施

【基本情報】
• 法人・事業所名：株式会社SPIN スピンケア24つむぎ二見町（兵庫県明石市）
• サービス種別：定期巡回・随時対応型訪問介護
• 職員数：13名（内、介護職員10名、外国人介護職員10名 ※全員、在留資格「介護」）

【課題】
• 夜間訪問時に、利用者を起こしてしまうことがある
【活用の状況】
• 緊急コールがあった際にまずカメラで状況を確認し対応
• 事故やトラブル等が起きた場合の状況確認

【活用の工夫】
• リスクの高い利用者宅に、ご家族説明・納得のうえ設置
• 必要時に確認することでプライバシーに配慮
• 画像は保存されるようになっており、後から確認が可能（ご家族にも画
像共有、トラブル防止やハラスメント対策にもつながる）

事業所（主な導入機器等） 利用者宅（主な導入機器等）

記録ソフトスマートフォン

ビジネスチャット

スマートフォン

見守りカメラ

ホームデバイス

【課題】
• 常に家族を呼んで操作してもらわないといけない
【活用の状況】
• 利用者自身が音声を発することができる場合、スマートスピーカーで
電動ベッドの昇降、テレビ・エアコンなどの操作を実施

スマートフォンを筆頭とした様々なICTツール等を利用することで、
外国人職員の言語の壁を取り除き、業務の効率化による負担の軽減、

いつでも相談できる体制による働きやすい職場環境づくり、
利用者へのサービスの質の向上を実現！
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株式会社SPIN
の取組報告動画

【課題】
• 外国人職員にとって、議事録の作成は大きな負担
• 議論よりもメモをとることに集中してしまう
【効果】
• 自動作成・要約により、業務効率化と時間削減
• 誰もがわかりやすい記録で情報共有の円滑化

動画で
紹介

事例集
で紹介



成果物②
「外国人介護職員の受入れ・定着のための ICT機器等の活用事例集」からの抜粋
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翻訳機能付き記録ソフトの導入・活用事例

活用事例集（印刷版）



・外国人介護人材の活躍に資するICT導入等促進事業（地方自治体への補助事業）【外国人介護人材が介護現場で働きやすくするための環境整備】
外国人職員と日本人職員の意思疎通の円滑化、外国人の日本語学習の支援、外国人の記録作業の負担軽減をし、外国人介護人材の介護現場における円滑な就労・定

着を促進する目的で、都道府県と連携して以下のア・イのいずれかの取組を行う外国人介護人材受入事業所等に対して、その費用を補助する。
ア 外国人介護人材の活躍に資するツール等の導入支援及び活用促進

 外国人介護人材が介護現場で円滑に就労・定着できるよう、外国人介護人材の活躍に資するツール等（携帯型翻訳機、多言語対応の介護記録ソフトウェア、
e- ラーニングシステムなど）を導入するとともに、導入されたツール等が有効活用されるための研修、勉強会、関連規程の整備などの環境整備を行う。
イ その他外国人介護人材が介護現場で働きやすくするための必要な取組

・介護の日本語学習支援等事業（民間団体等への補助）
各地域において介護福祉士国家試験対策向けの講座の開催する動きがある中、本事業により、地域の職能団体をはじめとした外国人介護人材の資格取得支援機関に
対するスーパーバイズなど、地域の資格取得支援機関の支援力を向上させるために必要な取組を行うことで、国家試験対策講座に係る受講体制の均てん化を図る。
※支援メニューの例
・外国人介護人材の資格取得支援講座の開催未実施の地域の資格取得支援機関への支援
・各地域の資格取得支援機関との情報提供体制の構築

① 施策の目的

③ 施策の概要

④ 施策のスキーム図、実施要件（対象、補助率等）等

② 対策の柱との関係

⑤ 施策の対象・成果イメージ（経済効果、雇用の下支え・創出効果、波及プロセスを含む）

外国人介護人材の介護現場における円滑な就労・定着を促進する観点から、外国人職員と日本人職員の意思疎通の円滑化、外国
人の日本語学習の支援、外国人の記録作業の負担軽減をするため、受入事業所等に対して、外国人介護人材の活躍に資するツール
等の導入、導入されたツール等が有効活用されるための環境整備に係る経費を助成する。
また、在留資格｢特定技能｣の受入促進等により今後増加が見込まれる外国人介護人材の資格取得支援ニーズへの対応を強化す

るため、民間団体が有する資格取得支援のノウハウを地域の資格取得支援機関へ横展開を行うことで、外国人介護人材に対する資格
取得支援の強化を図る。

外国人介護人材受入事業所におけるツール等の導入等を推進することで、外国人職員と日本人職員の円滑なコ

ミュニケーションや、外国人介護人材の業務負担の軽減等を行い、また、国家試験対策講座に係る受講体制の均て

ん化を図ることで、外国人介護人材の介護現場における円滑な就労・定着を実現する。

・外国人介護人材の活躍に資するICT導入等促進事業（地方自治体への補助事業）【外国人介護人材が介護現場で働きやすくするための環境整備】
【補助率】 国1/2、県1/4、受入事業所等1/4
【補助金の流れ】

厚生労働省 都道府県 ○外国人介護人材受入事業所 等
補助 補助

・介護の日本語学習支援等事業（民間団体等への補助）
【補助率】 定額
【補助金の流れ】 厚生労働省 民間団体

補助

【○介護人材の確保、育成及び定着に向けた取組支援】

施策名：外国人介護人材定着促進事業

社会・援護局福祉基盤課
福祉人材確保対策室

（内線2894）
令和６年度補正予算額 1.4億円

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

○ ○
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